
 

Ⅰ．ᖹ成２６ᖺ度事業報告 

 

㸯㸬調査࣭資料収集事業㸦公益事業㸯㸧 

 

㸿㸬調査研究事業 

 

㸦㸯㸧消費生活㛵ࡿࡍパネࣝ調査ࡘい࡚ࡢ研究㸦ᖹ成 5ᖺᗘࡢࡽ⥅⥆㸧 

 

   ᖹ成 5ᖺᗘࡽ社会࣭経済࣭家族環境ࡢ変化応ࡓࡌ消費生活行動ࡢ時系列変化を

的確把握ྠࠊࡵࡓࡿࡍ一個人を長期わ࡚ࡗࡓ追跡ࡿࡍパネࣝ調査を日本࠾い࡚

先駆的手ࠊࡅࡀ現在ࡶ引ࡁ⥆ࡁ実施࡚ࡋいࠋࡿ初ᖺᗘ抽出ࡓࡋ 24～34ṓࡢ࡛ࡲ女

性1,500ࠊサンプࣝを起点ࠊ࡚ࡋᖹ成 9ᖺᗘ 500サンプࣝをࠊᖹ成 15ᖺᗘ 836

サンプࣝࠊᖹ成 20ᖺᗘ 626サンプࣝࠊᖹ成 25ᖺᗘ 648サンプࣝを追加ࠋࡓࡁ࡚ࡋ 

   ᖹ成 26ᖺᗘ25ࠊࡣᖺᗘ実施ࡓࡋ第 21回調査を10ࠊࡵࡲࡾ᭶記者発表を行

いྠࠊ᭶報告書を刊行ࡢࡇࠋࡓࡋ間7ࠊ ᭶ࡣパネࣝ調査ᑐ象者ᑐࠕ࡚ࡋパネࣝ

ニ࣮ࣗࢫ第 21号ࠖを配ᕸࠊࡋ引ࡁ⥆ࡁ今後ࡢ༠力を࠾願いࡓࡲࠋࡓࡋ 10᭶ࠊࡣ第

22 ᖺ次ࡢ調査を実施ࡽࡉࠋࡓࡋ 12 ᭶ࡣパネࣝ調査を実施࡚ࡋいࡿ機㛵ࠊ研究者

ྠ士ࡢ研究交流を図ࡿ目的࡛ࠕ第 14回パネࣝ調査࣭࢝ンフࣞンࠖࢫを開催ࡓࡋ㸦共

催ࠊࡣ慶應義塾大学࣭大阪大学࣭一橋大学࣭東京大学㸧ࠋ 

ࢀࡽࡵㄆࡀ請⏦ࠊࡾ限利用ࡢ学術研究目的࡛ࠊࡣࢱ࣮ࢹ個票ࡢパネࣝ調査ࠊ࠾࡞   

ᖹ成ࠋࡿい࡚ࡗ公開࣭提供を行࡚ࡋᑐ研究者ࡓ 26ᖺᗘࠊࡣ第 1～20回調査ࡢ個票ࢹ

 ࠋࡓࡋを公開ࢱ࣮

 

  調査研究担当者 

       㸦公財㸧家計経済研究所次席研究員          久木元 真 吾 

       㸦公財㸧家計経済研究所次席研究員          坂 口 尚 文 

       㸦公財㸧家計経済研究所次席研究員          田 中 慶 子 

       㸦公財㸧家計経済研究所研究員            水 谷 徳 子 

       ࣜク࣮ࣝࢺワ࣮クࢫ研究所研究員           戸 田 淳 仁 

       㸦公財㸧家計経済研究所研究助手           伊 藤 ࡞࡞え 

 

  消費生活㛵ࡿࡍパネࣝ調査研究会 

   主 査 慶應義塾大学商学部教授               樋 口 美 雄 

   副 査 日本女子大学人間社会学部教授            岩 田 正 美 

       中央大学経済学部教授                阿 部 正 浩 

       静岡大学教育学部教授                色 川 ༟ 男 

       大阪大学大学院国際公共政策研究科准教授       小 原 美 紀 

       群馬大学社会情報学部准教授             坂 本 和 靖 

       埼玉大学教育学部教授                㔜 川 純 子 

       日本女子大学人間社会学部准教授           永 井 暁 子 

       総務省統計局統計調査部労働力人口統計室課長補佐   長 尾 伸 一 

       評論家                       㔝 田 正 ᙲ 

       明星大学人文学部教授                馬 場 康 彦 



 

       内㛶府経済社会総ྜ研究所総括政策研究官       浜 田 浩 児 

       大東文化大学経済学部准教授             濱 本 知ᑑ香 

       㸦公財㸧国際東ࢪ研究ࢭン࣮ࢱ   ホࣜࢪ࢘ࣘ＝ࢬ࣮ࣝࣕࢳࠊ࢝࢜ 

       桃山学院大学社会学部准教授             村 ୖ あࡡ 

 

  報告書ࢱイࣝࢺ 

   ᖹ成 26ᖺ版 女性労働 

       㸦消費生活㛵ࡿࡍパネࣝ調査 第 21回調査㸧 

  報告書構成 

第Ϩ部 第 21回ࠕ消費生活㛵ࡿࡍパネࣝ調査ࠖࡢ分析 

第 1章 女性労働ࡢ現在 

――消費生活㛵ࡿࡍパネࣝ調査㸦第 21回調査㸧ࡘい࡚ 

第 2章 産業構造ࡢ変化ࡀ労働与えࡿᙳ響 

第 3章 女性ࡢ会社や仕事ࡢ状況賃金与えࡿᙳ響 

第 4章 夫ࡢ家事࣭育児妻ࡢ夫婦㛵係評価 

第 5章 パネࣝ調査ࡢࡽᑐ象ࡢ脱落ࡘい࡚ 

――生存時間解析を用いࡓ分析 

第ϩ部 新規コ࣮ホ࣮ࢺ追加ࡘい࡚ 

第Ϫ部 第 21回ࠕ消費生活㛵ࡿࡍパネࣝ調査ࠖࡢ概要 

 

 

㸦㸰㸧共働ࡁ夫婦ࡢ家計管理㛵ࡿࡍ研究 

 

女性ࡢ社会進出ࡀ進展ࡿࡍ中࡛ࠊ妻ࡢ就労所得ࡣ家計補助的ࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࡅࡔࡢࡶ࡞

夫ྠ程ᗘࡢ金㢠を稼得࡚ࡋいࡿ世帯ࡶ多࡚ࡁ࡚ࡗ࡞ࡃいࠋࡿ主࡚ࡋ夫ࡀ稼ࠊࡂ妻

難ࡣࡇࡿࡍ家計を説明ࡢ今日ࠊࡣ࡛ࡅࡔࣝࢹࣔࡢいう従来ࡿࡍ収入を差配ࡢそࡀ

妻ࡿࡅ࠾び家計管理ࡼ࠾ࠊࡅ位置࡙ࡢ所得ࡢ妻ࠊࡣ本研究࡛ࠋࡿい࡚ࡁ࡚ࡗ࡞ࡃࡋ

 ࠋࡍࡊ提供を目ࡢ視ᗙ࡞ࡓ新ࡿࡍᑐ世帯ࡁ共働ࠊࡋ再検討役割を中心ࡢ

本ᖺᗘࡣᖹ成 25ᖺᗘ実施ࡓࡋ調査結果をࠊࡵࡲ講演会࡛公表ࠋࡓࡋ最終的࡞成

果ࠊࡣᖹ成 27ᖺᗘࠗࡢ季刊 家計経済研究࠘掲載ࠋࡿࡍ 

  調査研究担当者 

   主 査 㛵東学院大学経済学部教授              ྜྷ 田 千 鶴 

       明治大学情報コ࣑ࣗニケ࣮ࣙࢩン学部兼任講師     鈴 木 富美子 

       内㛶府 経済社会総ྜ研究所 総括政策研究官     浜 田 浩 児 

       㸦公財㸧家計経済研究所次席研究員          坂 口 尚 文 

       㸦公財㸧家計経済研究所次席研究員          田 中 慶 子 

 

 

㸦㸱㸧༢身者ࡢ生活意識㛵ࡿࡍ研究 

 

   未婚化࣭晩婚化ࡀ進展ࡿࡍ中࡛ࠊ༢身者ࡢ存在ࡣ無視࡛࡞ࡁい大࡞ࡁ存在࡚ࡗ࡞

30ࠊ࡛ୖࡿえࡽをࡽ㸭彼女ࡽ彼ࠊࡾ࠾ 代ࡃ࡞࡛ࡅࡔ 40 代࡛ࡲ視㔝を広ࡀࡇࡿࡆ

必要࡚ࡗ࡞いࠋࡿ本研究ࡢࡇࠊࡣ༢身者ࡢࡕࡓ生活実態意識ࡘい࡚ࠊ家計ࠊ結

婚ࠊ社会㛵係ࡢ࡞諸側面ࡽ多面的明ࡇࡿࡍࡽをࠋࡍࡊࡵ 



 

本ᖺᗘࠊࡣ調査設計を進ࠊ࡛ୖࡓࡵ全国44～30ࡢṓࡢ未婚男女約2,200ྡをᑐ象ࠊ

家計࣭就労࣭親ࡢ㛵係࣭社会㛵係࡞㛵࡚ࡋ調査を実施ࠋࡓࡋ 

 

  調査研究担当者 

   主 査 日本女子大学人間社会学部准教授           永 井 暁 子 

       相模女子大学人間社会学部准教授           中 西 泰 子 

       実践女子大学人間社会学部准教授           原 田   謙 

       ༡山大学総ྜ政策学部准教授             水 落 正 明 

       㸦公財㸧家計経済研究所次席研究員          久木元 真 吾 

       㸦公財㸧家計経済研究所研究員            水 谷 徳 子 

 

 

㸦㸲㸧་療技術ࡢ選択࢙ࢪン࣮ࢲ：妊娠出生前検査ࡢ経験㛵ࡿࡍ調査 

 

 出生前検査をࡿࡄࡵ女性ࡢ意思決定そࢀᙳ響を与えࡿ要因を多角的࡞プ࣮ࣟࢳ

議ࠊࡀࡿあࡀ議論࡞ࡲࡊࡲࡉࡣ࡚ࡗࡄࡵ出生前検査や妊娠をࡢ近ᖺࠋࡿࡍࡽ明࡚ࡗࡼ

論ࡢࡵࡓࡢ基礎資料ࡽ࡞び一般へࡢ情報提供࣭問㢟提起ࡶ目指࡚ࡋいࠊ࠾࡞ࠋࡿ本研究

明治学院大学社会学部教ࡳ科学研究費助成事業［基盤研究㸦B㸧：研究代表者 柘植あ࡙ࠊࡣ

授］基࡙ࡃ研究࡛あࠋࡿ 

 ᖹ成 26ᖺᗘࠊࡣ前ᖺ実施ࡓࡋ་療機㛵࣭保育園࡛ࡢ調査結果ࡢ報告書を作成ࠊࡋ日本社

会学会࡛報告を行ࠊࡓࡲࠋࡓࡗ་療者や当事者団体ࡢ代表࡞へࡢインࢱビ࣮ࣗࠊイン

ࠊ経験ࡢ妊娠や出生前検査ࠊࡋ経験者を抽出ࡢ出生前検査࡚ࡋをᑐ象࣮ࢱニࣔࢺࢵネ࣮ࢱ

意識ࡘい࡚ࡢ調査を行ࠋࡓࡗ 

 

調査研究担当者 

       㸦公財㸧家計経済研究所次席研究員          田 中 慶 子 

 

 

㹀㸬調査研究ㄅࡢ刊行 

 

   調査研究ㄅࠗ季刊 家計経済研究࠘を以ୗࡾ࠾ࡢ刊行ࠋࡓࡋ 

 

   第 102号㸦ᖹ成 26ᖺ 4᭶㸧  特集 世代価値観ࡢ経済学 

   第 103号㸦ᖹ成 26ᖺ 7᭶㸧  特集 ࢶ࣮࣏ࢫ 

   第 104号㸦ᖹ成 26ᖺ 10᭶㸧 特集 女性労働 

   第 105号㸦ᖹ成 27ᖺ 1᭶㸧  特集 ࣜࢱイ࣓ンࢺ 

 

 

㸰㸬研究振興助成事業㸦公益事業㸰㸧 

 

   ᖹ成 26ᖺᗘ25ࠊࡣᖺᗘ選定ࡓࡋ以ୗࡢ 5件へࡢ研究助成を実施ࠊࡶࡿࡍ

27ᖺᗘ助成ࡿࡍ研究࡚ࡋ 4件を選定ࡓࡋ㸦⏦請件数 31件㸧ࠋ 

 

㸦㸯㸧日教組婦人部ࠕ女性教員等ࡢ育児休業法ࠖ制定運動ࡢ考察：女性ࡢ労働権確立



 

 ࡚ࡋ着目㛵係ࡢ母性保護

一橋大学大学院社会学研究科博士後期課程        跡 部 千 慧 

 

㸦㸰㸧1910-20ᖺ代大阪ᕷࡿࡅ࠾夜間小学校子ࡢࡶ就学行動 

東京大学大学院教育学研究科博士課程          稲 井 智 義 

 

㸦㸱㸧公的支出形態ࡢ 3類型ࡽ見ࡓ戦後日本ࡢ措置入院ࡼ࠾びྠ意入院ࡢ研究 

国立精神࣭ 神経་療研究ࢭン࣮ࢱ精神保健研究所流動研究員 後 藤 基 行࣭  

 プサࣛ大学経済学部大学院博士課程  安 藤 道 人࢘ン国立ࢹ࣮࢙࢘ࢫ

 

㸦㸲㸧育児期᭷配偶女性ᑐࡿࡍ実親ࡢࡽ育児資源ࡢ分配㛵ࡿࡍ実証研究 

岐阜大学男女共ྠ参画推進室特任助教          松 井 真 一 

 

㸦㸳㸧ࠕ難病ࠖ政策ࡢ形成：戦後日本ࡿࡅ࠾公費་療制ᗘࡢṔ史分析 

明治学院大学大学院社会学研究科博士前期課程      渡 部 沙 織 

 

㸱㸬講演会ࡢ開催㸦公益事業㸱㸧 

 

   ᖹ成 26ᖺ 12᭶ 8日㸦᭶㸧㸦午後 3:00～午後 5:00㸧学士会館㸦東京都千代田༊㸧

第ࠊい࡚࠾ 50回講演会ࠕ共働ࡢࡁ幸せࠖࡕࡓ࡞を開催ࠋࡓࡋ以ୗࡢ講師ࡿࡼ講演

約ࡣ参加者ࠋࡓࡗび質疑応答を行ࡼ࠾  ࠋ60ྡ

 

      㛵東学院大学経済学部教授              ྜྷ 田 千 鶴 

⏥༡大学࣐ネ࣓ࢪンࢺ創造学部教授          前 田 正 子 

 

 


